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全体の様子

中島三千男氏（趣旨説明） 津田良樹氏（総合司会）

開催の趣旨
　神奈川大学非文字資料研究センター主催の第3回公
開研究会（海外神社班担当）が2017年 2月25日（土）
13時から17時 30分まで神奈川大学横浜キャンパス1
号館804会議室で行われ、60名近くの参加者が会場を
埋めた。
　本研究会の開催の趣旨は以下のようなものである。
　戦前期、日本の植民地とされた台湾、朝鮮の両地域に
は数多くの神社（海外神社）が建てられたが、その中で
も最も多く建てられたのが、台湾においては「社」・「祠」、
朝鮮においては「神祠」・「神明神祠」と呼ばれた村落レ
ベルの神社である（台湾184社中116社、朝鮮995社
中913社）。特に、台湾においては1934年の「一街庄
一神社」政策、朝鮮においては1938年の「一面一神社」
政策を契機にその数は急激に増えていった。
　海外神社の研究はこれまで官国幣社クラスの（大）都
市に建てられた神社を中心に進められてきたが、近年、
台湾人、朝鮮人と密接に関わったこの村落レベルの神社
の研究が進展してきた。
　本公開研究会は、こうした状況を踏まえ台湾、朝鮮にお
ける村落レベルの神社についての実態を明らかにする
とともに、それらの比較検討を行おうというものである。

　なお、蔡錦堂、青野正明両氏の講演は、『非文字資料
研究』15号に全文掲載されるので、ここでは当日の両
氏の報告レジュメの章立てについてのみ紹介しておく。
また、報告に先立ち参加者に村落レベルの神社について

具体的なイメージを持ってもらうために金子展也氏に
台湾における「社」・「祠」をパワーポイントで紹介して
もらった。

講演　
蔡錦堂氏
「植民地期台湾に建てられた社・祠について」

日　　時：2017 年 2月 25日（土）13：00～ 17：30
会 場：神奈川大学横浜キャンパス　1号館 804会議室
開会挨拶：小熊　誠（非文字資料研究センター研究員）
趣旨説明：中島三千男（非文字資料研究センター客員研究員）
総合司会： 津田良樹（非文字資料研究センター研究員）
講 演　⑴ 蔡錦堂〔国立台湾師範大学〕
 　「植民地期台湾に建てられた社・祠について」
 ⑵ 青野正明〔桃山学院大学〕　
 　「植民地朝鮮における公認神祠、無願神祠、在来の村祭り―村落レベルでの［神社］とは」
補足報告： 金子展也（非文字資料研究センター研究協力者）
 「写真で見る台湾の社・祠」
討 論　 

「植民地期、台湾の社・祠VS. 朝鮮の神祠・神明神祠
―村落レベルにおける海外神社の比較検討―」
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　３ 国体明徴声明（1935年）以降
六　村々で土着神は祀られたか
七　まとめ－村落レベルでの「神社」とは

補足報告　
金子展也氏
「写真で見る台湾の社・祠」
　金子氏は「台湾総督府文教局社会課」編『台湾に於け
る神社及び宗教』の第2節「神社及び社一覧表」に基
づき「街・庄」（日本の町・村にあたる）及び「蕃地」（原
住民部落）に建てられた「社・祠」（1924・大正13年、
「蕃地」の部落名「～社」と神社としての「社」の混同
を避けるために後者の「社」を「祠」〈ヤシロ〉と表す
こととした）をパワーポイントで紹介した。
　その内の三つを紹介しておこう。

一　はじめに
二　1923年前後の法規から見た「神社・社」の建立
　１「�県社以下神社の創立、移転、廃止、合併等に関す

る規則」
　２「社、遥拝所に関する件」
　３「神社及び社に関する件」
　４「神社及び社の取り扱いに関する件」
三　1934年以降における「社」の禁制及び整理
　１「神社建設要項に関する件」
　２ 社の創建と禁制
　３「摂末社の設置」と「社の整理」
　　⑴�摂末社の設置
　　⑵�社の整理
　　⑶�社の祭神について
四　台湾の社の建設と整理vs日本の「神社合祀（整理）」
五　終わりに　

講演　
青野正明氏
「植民地朝鮮における公認神祠、無願神祠、在来の村祭り
－村落レベルでの「神社」とは－」
一　はじめに
二　法令にもとづく神社施設の分類�⑴
　　法令にもとづく神社施設の分類�⑵
三　日本人移住者の村と神社施設�⑴
　　日本人移住者の村と神社施設�⑵
四　村落における祭りの場、３種�⑴
　　村落における祭りの場、３種�⑵
五　アマテラスの性格変化
　１ 朝鮮神宮の鎮座（1925年）頃まで
　２ 満州事変（1931年）前後以降

蔡錦堂氏

青野正明氏

玉里社（現花蓮県玉里鎮）　出典：東台湾展望

霧ケ丘社（現南投県仁愛郷）　提供：下山操子（林香蘭）

南澳祠（現宜蘭県南澳郷）　出典：理蕃の友
（文責：中島三千男）




